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研究成果の概要（和文）： 
 日本の社会教育制度は、福祉国家的な施策として制度化がすすめられてきた。しかしながら、

この制度や管理運営の在り方は、経済のグローバル化や、これへの政策的応答としての自由主

義的改革のもとで機能不全に陥っている。 
 本研究では、これに対して、ソーシャルガバナンスという「パートナーシップ型の統治」モ

デルを提案している。それは、行政とともに市場やＮＰＯなどの多様な主体がステークフォル

ダーとして独自な役割を果たすものとして参入し、新しい公共性をつくりあげるものである。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Japanese adult and community education system has been systemized as welfare 
national polity. However, The educational system and governance is getting dysfunctional 
with the personnel arrangement.  

In this research, we proposed the vision for the system of “partnership-type 
administration”, “social governance of adult and community education”.Various bodies such 
as markets or NPO take participate in there and create new public nature as stakeholder 
playing their original rolls. 
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１．研究開始当初の背景 
現在、社会構造改革や地方分権化の推進と

いうこととも関連して、これらの諸領域にお

ける運営管理の仕組みが大きく変容しつつ

ある。社会教育の領域では、指定管理者制度

など、これまで財団化などの形態の民営化は

みられたものの公的設置と公的運営が前提

とされてきたガバナンスのあり方が大きく

揺らいでいる。 

この指定管理者制度の導入に対する批判的

検討もすすめられている。しかしながら、将

来的にどのようなガバナンスのあり方がの

ぞましいのか、それは、どのような視点から

みて望ましいものであるのか、という原理的

検討をふまえたものとなっていない現状が

ある。 

 
２．研究の目的 
本研究は、この社会教育の新しいガバナン

スの原理と具体的な編成について、理論的、

実証的研究、そして比較研究をふまえて政策

的な提言を行うことに課題がある。 
 
３．研究の方法 
この研究では、以下の方法で研究をすすめ

た。 

（１）先行研究の理論的検討 

（２）協同組合と NPO というサードセクタ 

ーが実践している、高齢者を対象とする

医療･福祉活動（サービス）、少子化のな

かでの子どもを対象として活動につい

て、その活動の構造･展開過程を実証的

研究。 

（３）ガバナンス論の理論的・政策的検討（ソ

ーシャル･ガバナンス、パートナーシッ

プ・ガバナンス論の検討） 

 これらを総合して政策的な知見を明らか

にする。 

 

４．研究成果 

 松本市はじめ国内数都市の生涯学習施設

の運営管理に関する実証的研究、研究会での

内外の教育施設のガバナンスに関する先行

研究の検討をとおして、新しいガバナンスの

原理としてソーシャルガバナンスというモ

デルとその意義を提示した。 
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